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この20年続いてきたデフレ経済環境下では，い
かに縮小するパイを合理的に配分するかという
「賃下げ」が人事のミッションだったといっていい。
では，一転してインフレ期待下での（パイが拡大
するときの）賃金制度はどのような姿になるのだ
ろうか。
政府は「次元の違う経済政策をやる」といい，

先行指標のいくつかはインフレを予期させる数値
も示している。しかし，改めて企業の賃金政策を
考えるとき，時計の針を単に20年前に戻すだけで
は通用しない課題が見えてきそうだ。給与・賞
与・諸手当をただ上げるだけなら単純だが，原資
を適切に管理し，公平性，納得性の伴った配分を

進める必要性は，仮に経済がインフレトレンドに
乗ったとしても重要な課題である。すなわち成果
主義的要素を弱め，一律処遇を厚くするというの
では（よほど覚悟の伴った戦略的な取り組みでな
い限り）錯誤に他ならない。かつての記憶は参考
にはなっても，今はすでに諸条件の違う時代を迎
えている（実際，人事の職務として「賃上げ」に
対峙してきた担当者は，すでに現役を退いている
可能性がある）。
多様化を迎える雇用と処遇制度の関係，今後と

も外せないポイントを含めて，本稿では，Q&Aの
スタイルで賃金政策の選択肢を示していただいた。
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転換期の賃金の決め方
―インフレも視野に入れた賃金制度の選択肢とは？―

Q１ 賃金制度のトレンドは今どうなっているのでしょうか？
Q２ 賃金と人件費の関係，マネジメント上の位置関係を理解し

ておきたいのですが？
Q３ 賃金制度にはどのようなパターンがありますか？　また，

職種などによって合うもの，合わないものはありますか？
Q４ 評価制度と賃金制度の関係はどう考えればいいですか？

評価によって賃金を上下させることは問題ないですか？
Q５ 賃金表にはどんな種類・選択肢がありますか？　それぞ

れ，どのようなメリット・デメリットがありますか？
Q６ 高齢化時代の賃金制度はどうあるべきでしょうか？
Q７ 多様化の時代に賃金はどう対応すべきでしょうか？
Q８ 経済がデフレからインフレに転換すると賃金政策はどう変

わりますか？
Q９ 諸手当につき廃止も含めて見直しを検討しています。

気をつける点はありますか？
Q１０ これまで賃金は全社統一の基準に則って決めていまし

たが，実態にそぐわなくなっています。個別決定の方
向にしたいのですが，どうすればいいでしょうか？

Q１１ 年俸制を導入する場合のポイントや注意点は？
Q１２ 業績と人件費を連動させたいのですが，いい方法はあ

りますか？
Q１３ 当社の賃金は役職ポストに連動していますが，空きポ

ストがないため，ここ数年は実質据え置きになってい
ます。成長感やモチベーションを好転させる制度設計
の選択肢はありますか？
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